
新しい積層ゴムⅡ

〈積層ゴム〉

水平方向に
柔らかく、

垂直方向は
堅い

研究結果と考察

地震被害減少に向けた新しい免震構造の提案

防災・減災 1班

この研究では地震被害を減らすため、建造物自体を揺らさない「免震構造」
に注目し、現存の免震構造における積層ゴムを改善し、より良いゴムを考え
て図面に表しました。

☆現在の積層ゴムのデメリット

・縦揺れに弱い
・ゴム破断の恐れ
・長期地震動で倒壊する恐れ
・軟弱地盤液状化の恐れ
・定期検診が必要

・積層ゴムの形状を立方体
および直方体に
→縦揺れにも強くなる

新しい積層ゴムⅠの要素

・金属素材を変えた数種類の
積層ゴムを一定に配置
→共振しにくくする

・従来の積層ゴムのように金
属とゴムを組み合わせる。
→柔軟で強靭な構造になる

☆長所

☆短所

・様々な金属、ゴムを混ぜる
→共振・倒壊しにくくなる
・縦揺れにも強い
・円柱より形が単純で作りやすい
・各頂点方向への揺れに弱い

出典:東洋ゴムhttp://www.toyo-ci.co.jp/product/isolation/construction/construction_01.html

・作成に多様で大量の金属が必要
・定期検診が必要

☆改善点
・八角柱である
→円形より変形し
やすい

☆長所

・変形しやすく全方向の揺れに強い

・様々な金属、ゴムを混ぜた配置
→共振しにくい

・円形より形状が単純

→コストが低い

☆短所

☆現在の積層ゴムのメリット

・横揺れに強い
・建物を安定させる
・変形して揺れを吸収
・柔軟で強靭な構造

・各頂点方向への斜め揺れ
に弱い

【現在の積層ゴム】

新しい積層ゴムⅠ

→対角線を増やすこ
とで角度がつくた
め変形する幅が広
がる

→一角に対角線が2本
以上あるので対角線
方向の揺れも他の対
角線がカバーできる

地震で建物が揺れなかったら安心

免震構造の中でも積層ゴムに注目

①阪神淡路大震災の教訓
→縦揺れにも対応できる積
層ゴムを作りたい。

②1回目に作った図面の反省
→対角線方向への揺れに
強いゴムを作る!!

http://www.toyo-ci.co.jp/product/isolation/construction/construction_01.html
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi2xf3LzsLQAhXMgLwKHalBDRwQjRwIBw&url=https://www.yrc.co.jp/industrial/products/bridge_construction_12.html&psig=AFQjCNEuHTWr9tD8cuF8zLxKoVTwxxOQIQ&ust=1480118862439479
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwinzqXUnsbSAhVLObwKHe_HDMQQjRwIBw&url=http://db.10plus1.jp/backnumber/article/articleid/79/&psig=AFQjCNGNjtyadty3zyBUk8BL3YP1M7QuZg&ust=1489039504399794


地震による倒壊家屋数0を目指して

はじめに

2016年4月に起きた熊本地震では、倒壊した家屋のほとんど

が耐震工事を行っておらずその数は２００棟を超えた。

また国土交通省によると、平成25年の時点で９００万戸以上の

建物が耐震工事を行っていない。

防災・減災 2班

耐震工事推進計画

建築：住宅・建築物の耐震化についてー国土交通省
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_fr_000043.html

①全国の自治体が補助金の支給や、耐震工事の

業者の紹介などで市民をサポートしている。

②熊本地震での耐震工事を受けた建物の倒壊率

は全体のおよそ9％であった。

→約1800棟中約1400棟が倒壊しなかった。

要旨

近年は非常に大きな地震が多数発生し、2016年4月に起きた熊本地震では熊本県の人口の１０％が家

屋倒壊により被害を受けた。そこから、この先起こる地震に備えるために我々は電車の中に耐震工事を

推進するポスター・つり広告を作ることを提案する。

附属平野高校の生徒(122人)の家庭を
対象としたアンケートで多かった意見

H28年11月16日LHR時に配布、実施

①耐震工事をするきっかけがない（33票）

②耐震工事のメリットが分からない（27票）

③耐震工事の手続きが分からない（15票）

④耐震工事の必要性がわからない（14票）

電車内・駅構内に耐震工事を推進するポス
ター・つり革広告・中吊り広告を設置する。

伝えるポイント
①見る回数 ②見る人の多さ ③一目で伝わる

耐震工事のメリットや必要性、具体的な手続きの方法が知られていない

アクションプラン

インターネットでの情報収集の結果

考察

それらを知らせることができれば…

耐震工事を受ける人が増え被害者の数が減る

ポスターの内容案

・耐震工事にかかる費用には補助
金が出る。
・熊本地震において耐震工事をうけ
た建物の倒壊率は全体の9％。

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_fr_000043.html
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_fr_000043.html


揺
れ

耐力壁とゴムで建物の崩壊を防ぐ！

防災・減災 3班

耐力壁と耐力壁の間にゴムを横向きに入れる

地震で発生するエネルギーを吸収する
力のかかる方向を様々な方向に変える

↓
下の柱から伝わる揺れを吸収して上の柱に
伝わりにくくする
建物にかかるダメージを軽減させる

耐力壁に使う木材を変える。

柱
筋かい

要旨
地震の被害の多くに建物の崩壊がある。また南海トラフ地震が近年起こるといわれており、大きな被害がもたらされるかもしれ
ない。そこで柱の耐震性を高めることで崩壊を防げるので、耐震に効果的な耐力壁の新しい案を提案する。

使用するゴムについて
特殊粘弾性ゴム
積層ゴム

アクションプラン
提案Ⅰと提案Ⅱを利用した耐震性を高めた新しい耐力壁の提案

今後の課題について
① どのぐらい費用が必要なのか
② 考えた案（アクションプラン）の具体的な提案方法
③ アジアの地震の多い地域（フィリピン、ネパールなど）の建物と比較し、改良

提案Ⅰ 提案Ⅱ

出典
耐震補強 http://www.takenaka.co.jp ・ヒノキ家具のマイスターマトバ https://www.hinoki-furniiture.com/product/hinoki.htm
高減衰ゴム付加型面材張り耐力壁を設置した2層木質架構の振動台実験https://www.jstage.jst.go.jp/article/aijs/75/651/75_651_967/_pdf

耐力壁とは？
柱間に筋かいをかけて壁にしたもの→建物への負担を軽減する。

：ヒノキ
：ベイマツ(ダグラスファー)

材質 特徴 加工性 用途

ヒ
ノ
キ

アメリカ、日本

脂っぽくなく、かたさ
も適度

水湿に強く、加工
性がよく、香気光
沢有、仕上がりも
良、耐久性が高い

建造材屋内外の
指物防虫にも良
い為衣装箱等

ス
ギ

日本、中国、各地

はっきりとした年輪、
肌目は精かつ均一、
最もやわらかくて軽
い

加工は容易で
耐久性有

建築材料

ベ
イ
マ
ツ

アメリカ西海岸

はっきりした年輪、
いくらか脂っぽい

強度にすぐれ、加
工がよく、耐久性
ややあり

構造用材
合板用材

エ
ゾ
マ
ツ

欧米
天然の光沢がある

強度にすぐれ加工
がよく仕上がりもよ
いが耐久性は低い

製材
パルプ材

ツ
ガ

北米、日本

脂っぽくなく、肌目
はやや粗く軽い、や
や硬質

加工は容易
仕上がり面も良好
耐久性は低い

構造用材
箱材

ヒ
バ

北米西岸、日本
肌目は精かつ均一
刺激性の香り有

剛性があり、衝撃
に対する抵抗性も
ある
加工は容易
仕上がり面はよい

家具
指物
戸外の木材

ゴムのメリット・デメリット
○メリット
・建物自体に取り付けることができる
・コストもあまり高くない
○デメリット
・ゴムの特徴を活かすのが難しい

耐力壁の図と揺れの強さの関係

弱

強

筋
か
い

柱

ゴ
ム

http://www.takenaka.co.jp/
https://www.hinoki-furniiture.com/product/hinoki.htm
https://www.jstage.jst.go.jp/article/aijs/75/651/75_651_967/_pdf


新・日本副首都構想

要旨（本研究の概要）

首都直下型地震が発生した際、様々な機能が密集している首都東京の被災による行政や経済などへの影響を、可

能な限り少なくし、最大速で復興するためにはどうすればよいかを、副首都構想と道州制の観点から研究しました。

防災・減災 4班

A new a l te rna t i ve  cap i t a l  c i t y  p l an

日本の現状と危険

概要

・それぞれ州都は東京・福岡。州政府を設置
・州の権限は、
内閣・省庁が持つ地方自治に関わる権限
＋現在の都道府県の権限
・非常時に限り、それぞれの州に独立行政権

◎東京
(首都・州都)

福岡◎
(州都)

東日本州

西日本州

新・副首都構想の利点
・副首都構想・道州制のデメリットを可能な限り少なく
しながらメリットを残せる
・対災害だけでなく、行政にもよい影響

西日本首都・福岡の利点
都市機能・防災面
・交通網が発展している。コンパクトシティー。
・首都直下型地震さらに南海トラフ地震の被災想定地域外。
・土地を増やすことが可能。

経済面
・新規開業率全国１位（昨年度）
・４年連続経済成長率プラス（平成２４年を除き）
・関西主要都市で唯一人口増加率がプラス(平成22年－27年)

新規開業率(％) 人口増加率

対応・復興に重要な行政が被害

副首都構想
首都の有事にそなえ、首都のバックアップ機能を

おくために、他地方に副首都をつくる構想

メリット

・有事へのすばやい対応・対策・解決
・都市機能がいい形で分散され、リスク
軽減

デメリット

・莫大な投資額に対しての使用頻度の
低さ

・有事外での維持費

道州制
行政区間として道や州を置き、都道府県よりも

大きな権限を与える構想

メリット ・都道府県を超えた活動
・行政が効率化が可能になる

デメリット ・州ごとの格差
・地元意識の低下

副首都構想と道州制を融合
日本を分断して新たな行政体制を作る

被害拡大!!



串本防災計画

近年、東日本大震災などの津波を伴う大地震の発生により、防災意識が高まっている。また、関西地域では南海ト

ラフ巨大地震による津波がこれから起こると言われている。その身近な例として班員の横畑君のおばあちゃん（串本

町在住）を守るというシミュレーションをして、海岸沿いに住む災害弱者に関して津波対策を考えていこう。

防災・減災 ５班

横畑くんのお婆ちゃんを守る

土地の情報
・祖母宅の海抜15m
・国道42号線の海抜7.2m
・不動さんの海抜17m
・祖母宅前には線路が通ってお
り、2mほどの盛り土がある

震災発生時の仮定
・津波の高さは16m
・地震発生から津波到達まで約3分
・祖母は地震発生後1分で避難開始

アクションプラン
我々のアクションプランは不動さんに避難す

ることだ。不動さんに避難するメリットは写真
のとおり危険な国道42号線を通らずにすむこと、
過去の南海地震の津波から逃れていること、前
に盛土高架のJR線があり想定される津波に耐え
うる高さに達していることである。
また、串本町の防災計画に、新設される高速道
路に避難するというものがあるが、結局川を越
えるという危険な道を通らないといけないので
本末転倒である。
よって、我々のアクションプランが最も現実的
かつ安全である。出典

串本町ホームページ：www.town.kushimoto.wakayama.jp/
串本町津波避難計画マップ
www.town.kushimoto.wakayama.jp/file/bousai/map.html

既存の計画

横畑家
↓

国道42号線
↓

赤瀬公民館

国道42号線

私たちの提案
する計画
横畑家
↓

不動さん
（国道42号線
は通らない）

横畑君のおばあちゃんの家の周辺の地図

黒線：既存の避難ルート
赤線：高速道路絵の道
オレンジの点：横畑君のおばあちゃん家
青点：赤瀬公民館（既存の計画の最終避難場所）

http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/


主旨

防災・減災 6班

水害から町を守る

近年増加している、甚大な被害をもたらすゲリラ豪雨などによる突発的に発生する水害から町を守る。

研究の目的

突発的に発生する降水などによる水害は甚大な被害を及ぼ

す。

このような被害を減らすためにどのようなこと

ができるか考える。

水害が起こると？

水害は主に、外水氾濫と内水氾濫の二種

類に分けられる。

①外水氾濫

外水氾濫とは河川の水位の上昇による氾濫のこ

とである。奈良・大阪に猛烈な雨が長時間降り、

例）大和川の喜連大橋・イオンモール堺鉄砲町

辺りの堤防の右岸が決壊した場合

結果として、結果以後24時間で左下の図のよう

に浸水面積は約55k㎡にもなる。

②内水氾濫

内水氾濫とは都市部への降雨に対する排水能力

が追い付かなくなったことによって起きる氾濫

である。

例）大阪府全域に猛烈な雨が降り、下水道の処

理上限を超え、川の堤防の決壊がない場合

最大浸水予想は２メートル

地下鉄や地下街に甚大な被害

結果と考察

これらの研究の結果として以下が挙げられる。

現在の日本の水害に対する対策状況はとても進んでいるとは

いえない。現在までに開発されている技術をさらに推進し

ていくことで水害を抑えられる

現在の対策状況では洪水といった水害が発生し町に甚大な被

害を与える。

このことから、どのような対策を行えばこのような被害を最

小限に抑えることができるのかよく考え、対策をより一層

行っていくことが大切だということがよくわかった。

アクションプラン
現在行われている対策は

以下の通りである。

・地下河川（一つ）

・遊水池

・地下貯水施設

・ため池に貯水調節機能をつける

これらはあまり現在進んでいないため、

推進していくことが必要。

それに加え、

・排水性舗装

道路の水はけをよくする舗装。

利点 :災害後の復旧が早い

欠点 :構造上脆くなるため、比較

的交換時期が早い。費用が高く

なる。

・下水道の強化・整理

大阪で試験的に導入されたSPR

工法（老朽化した下水道に特殊

なプラスチックを内側から巻き

付けて補強する方法）を使用。

利点 :下水道を整理することで工

事の効率化が図れる。

欠点：現在、下水道の配置が誰

もわかっていない。

これらのプランを提案する。



本研究の概要

防災マップの認知度は低いのではないか、という仮説の元実施した校内と街頭アンケートで、認知度は約５０％と

いう結果が出た。防災マップの認知度をさらに上げるべく、私たちはアプリに目をつけ研究を始めた。

防災・減災 ７班

防災マップ IN スマホ

〈出典〉
大阪市役所HP 平野区役所HP 平野区役所まちづくり協働課様 総務省HP
大阪市立大学三田村宗樹教授 学校内・街頭アンケートに答えていただいた皆様

54%
46%

防災マップを見たことが

ありますか？

はい

いいえ

平野校舎の１年生
１１７人を対象
としたアンケート

平野区内で行った
街頭アンケート

〈考察〉
防災マップは自分の住んでいる地域で過去に被害があった場所を確認し、

避難ルートを検討するときなど災害が起こる前に役に立つもの
↓

避難時に過去の被害を見ても混乱するだけ
↓

避難時に必要なのは避難中に必要な施設等の場所の把握
EX]避難場所・防災倉庫・消火栓・AED・災害拠点・コンビニ・災害対応自販機・Wi-Fiサイト etc…

〈研究動機〉
認知度は低い

（平野区役所でのヒアリングより）
紙媒体の防災マップが多いので
日常生活で目にする機会が少ない
ことが原因の一つだと考えた。

防災マップの多様化が必要

〈アクションプラン〉

避難時に必要な情報だけをマップに表示する機能の開発

･スマートフォンの既存のマップアプリの中に
「避難中に必要な施設等の場所だけを表示する」機能を追加する。
・現在のスマートフォンの普及率は72.0％（平成25年度時点、総務省HPより）
既存のアプリに機能を追加するだけなので、インストールなども必要ないので
使ってもらいやすい。

〈今後の課題〉
・実用可能かどうかの検討
・機能の存在の認知度の向上
・この機能によって防災マップの認知度が上がったかどうかの調査



外国人への災害の配慮に対する
現状とその対策

防災・減災 ８班

概要
近年、日本ではグローバル化による外国人の増加や医療技術の発達による高齢化での災害弱者の増加は被害の拡大につながる恐れがあり、

災害弱者への対応は急務である。しかしながら、災害弱者に対するサポートは十分ではない。そこで本課題研究では災害弱者の中でも特に１２年間で

４倍に増加している訪日外国人に着目した。私たちは、ハンディキャップをもっている外国人にも伝わる情報を発信できるようにしていきたいと思う。

株式会社サーベイリサーチセンター「熊本地震における訪日外国人旅行者の避難行動に関する調査」
http://www.surece.co.jp/src/research/area/pdf/kumamoto_press.pdf

大阪教育大学附属高等学校平野校舎 10月28日 １年．２年生80名にアンケート

概要 最小限の情報のみを書き、飽きさせない工夫を加えた。

興味を持った人にはＱＲコードでサイトにアクセスできるようにもなっている。

配備予定場所 飛行機内の客席 出航場所によって言語の調整ができる。

マニュアル作成

約
３
割

約
７
割

「母国語のマニュアルの配布」や「避難誘導などの多言語化」の希望が過半数

しかし

災害時に世界の言語全てでの対応は不可能に近い（この状態を言葉の壁とする）

その壁を越えられる方法とは

ピクトグラムが有効

現時点の状況：外国人にとって、災害時に「言葉の壁」によって苦労している人は多数い
る。

アクションプラン

• マニュアルの公式化

• 今後、ピクトグラムの重要性と現在より伝わりやすいピクトグラムの提案

• 緊急でも使えるピクトグラムの製作

• サイトのさらなる発展

出典・協力
株式会社サーベイリサーチセンター「熊本地震における訪日外国人旅行者の避難行動に関する調査」
http://www.surece.co.jp/src/research/area/pdf/kumamoto_press.pdf

大阪教育大学附属高等学校平野校舎 10月28日 １年．２年の皆様80名にアンケート

2/16暮らし安心塾さんの「防災サインの視点から安全な避難を考える」

地震発生時の対応についてどのような対応を希望するか？

有効回答:115サンプル 実施日:2016年4月21日（木）～4月22日（金）

救護所や食料の
存在を表した

理解できた人が
約２倍に

％

試作サイト：「Pictogram For Disaster」

http://www.surece.co.jp/src/research/area/pdf/kumamoto_press.pdf


非常食のサンプルの配布
考案したアレンジレシピとともに
非常食のミニセットを配布する

給食としての配布
小学校などの学校給食にすることがで
きる＝おいしい＋価格が安い

非常食を定期的に飲食し、

使用した分を買い足すという
備蓄方法のひとつ

非常食の未来

2 0 1 1年に発生した東日本大震災では 1日 1 . 2食分のみの配給にとどまる状況が続いたように、大災害が起こったと

きに食料不足の問題は避けられない。さらに、平野区へのフィールドワークや大阪市のホームページによると大阪市

でも、非常食の備蓄量は全く足りていないと分かった。だから近年発生が予想される南海トラフ地震に備えるために

は、非常食に着目するべきだと考えました。

防災・減災 9班

これからの非常食の普及

被災時、非常食が不足しないためにはどうするべきか

非常食のアレンジレシピの考案

↑
例：パスタをマカロニ代わりに使用し、グラタンに。

実際に考案したグラタンのアレンジレシピの
ひとつ

私たちが実施したアンケートでは、食料を備蓄
していない家庭で、非常食はおいしくないだろうと
いう意見を持っている人が多かった

非常食のおいしさが伝われば普及できるだろう

ローリングストック法の
ポスターの掲示

各家庭に食料を備えてもらう必要がある。 各地域の非常食の
備蓄量を増やすに
は限界がある。「非常食普及のためのアクションプラン」



ライト付きラジオに新しい機能を
防災・減災 10班

要旨（本研究の概要）

この研究は「災害用多機能商品」の中から特に多くを占め、世の中に多数出回っている「ライト

付きラジオ」について研究したものである。そしてその中から必要だと思われる機能を抽出して、そ

れらを備えた商品を見つけ出し、そのような「ライト付きラジオ」をより多くの人に提案するこ

とがこの研究の目的である。

目的・研究意義
災害用多機能商品がたくさんあるが必要な機能はついているのか

↓
必要な機能を考えてそれらが満たされている商品を提案する

必要な機能 楽天 ｱﾏｿﾞﾝ

携帯の充電 ◎ ◎

ラジオ ◎ ◎

音量・イヤホン ◎・× ◎・×

ライト ◎ ◎

サイレン × ◎

発電・蓄電 ◎ ◎

・災害関連のイベントで宣伝する
→3.11や1.17のイベント、大規模避難訓練への参加

・新聞の広告を活用する
→より多くの人に商品を見てもらえる

出典

アマゾンhttps://www.amazon.co.jp/ 楽天市場http://www.rakuten.co.jp/

研究方法・結果

・必要だと思う機能について議論

充電 ラジオ イヤホン ライト サイレン 発電・蓄電

・インターネットで流通している商品を比較し、調査する

２つとも必要な機能
を満たしていない！

アクションプラン

https://www.amazon.co.jp/


災害時、かまどに変形させることが可能

新しい減災アイテムの普段の生活を通した普及

要旨（本研究の概要）

減災への社会的関心の高まりとともに多くの減災アイテムが発明され実用化されているがそれらは必ずしも

普及しているとは言い難い。ここでは「かまどベンチ」と「多機能ミサンガ」がなぜ普及していないのかを検

討し，これらのアイテムを普及させる方法を提案する。

大阪教育大学附属高等学校平野校舎

～かまどベンチと多機能ミサンガ～

《出典・協力》 防災ガール 代表理事 田中美咲様 株式会社コトブキ townscape.kotobuki.co.jp
滋賀県 防災知恵袋 www.pref.shiga.lg.jp

１.かまどベンチと多機能ミサンガの性能

ほどいたり裂いたりすることで１０通りの用途

地域参加型手作りワークショップを各地域の緊急避難施設で開催

かまどベンチ 多機能ミサンガ

２.普及のためのアクションプラン

ピクトグラムの作成・貼付

・どんなタイプでも
見分けがつくように

・ハザードマップに記載
可能に

ミサンガ活用グランプリ活用例
＜タオルホルダー＞

・ 結ぶのも，ほどくのも
よりスピーディー

・ アクセサリーなどに
アレンジが可能

かまどベンチの手作りイベントの企画・開催
地域の人々とかまどベンチを作成

組み立てから始める炊き出しの実施

多機能ミサンガの手作りイベントの開催
多機能ミサンガに使用されているパラコードを用意

多機能ミサンガの紹介と製作実習

SNSを利用した「ミサンガ活用グランプリ」の実施

テントの基礎部分
デンタルフロス
くつひも
止血
洗濯ひも
着火剤

材料の一括購入
↓

経費の節約

地域での実施
↓

コミュニティの活性化

避難施設での開催
↓

若者の防災意識の向上

１年目

２年目以降

災害時に
それとわかる？
すぐに使える？

同時開催

アイテムの十分な流通、使用方法の幅広い浸透が見込める
他の減災アイテムの普及にも有効な手段



自助での避難 共助による避難

各自の知識・意識の重視 災害時の意思疎通システムの重視

問題点②：お年寄りの意識
災害時に逃げようと
考えていない
足が不自由で自力で
の避難が困難

要旨
災害時の避難において，一人で逃げることを諦めている高齢者がいることが聞き取り調査によって

わかった。そこで，地域による高齢者、または災害弱者の避難援助へと焦点を当て、簡便な避難確

認方法と救助ルートの提示方法を提案する。

災害弱者を救う「たすけあいマップ」
大阪教育大学附属高等学校平野校舎

現状の調査

問題点①：防災マップの煩雑さ

わかりづらい色使い
小さすぎる文字

現在の防災マップ

アクションプラン作成の方針

たすけあい(共助)を支援するツールの提案

使いにくい
たすけあい
が必要

介護老人保健施設でのインタビュー

「たすけあいマップ」
・災害弱者レベルを
もとにして色分け

・避難経路や
危険な場所の提示
→効率的で安全な避難

② たすけあいシートとたすけあいマップ
たすけあいシート（地域用）

氏名 （ 歳）
住所

市 区

生年月日 明・大・昭 年 月 日

家の間取り

寝室に★ いつもいる場所に●
をつけてください

□ 一人で暮らしている
□近くに頼りになる人（家族や
知り合い）がいない

□ 避難時に気を付けるべき持病が
ある （ ）

□補助があっても歩くことが
困難である

□家の中で歩行するのに手すり
や誰かの補助を必要とする

□家で補助は必要ないが長い
距離を歩くことに不安がある

レベル

記入者
続柄

「たすけあいシート」
住民の救助に必要な情報を記入

（家の間取りや災害弱者レベルに
分けるためのチェックリスト等）

地域で
情報を収集

① たすけあいフラッグ

たすけあいカード

避難が完了したら
黄色い旗を
たてましょう

黄旗は避難完了の証

「たすけあいカード」
フラッグとセットで
各家庭に配布
目につくところに
貼っておくことが可能

認知度を
上げるため

「たすけあいマップ」
災害弱者レベルをもとにして色分け
避難経路や危険な場所の提示
→効率的で安全な避難

成果及び今後の活動

アクション
①平野区役所の方にプランを提案

→アドバイスを頂く
②町内会にプランを提案

→連携、今後モデル地区として試用運用

今後に向けて
モデル地区で実際にマップを作る

アジアでの課題
水害や、人口の密集による混乱

マップによる
管理は可能？

「たすけあいフラッグ」
玄関先等に立て、各自
避難の完了を示す


